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	就実薬学会会長挨拶
	　未来のために変革の時代を共に歩む
	　「就実薬学会」会員の皆さまにおかれましては、平素より本会の活動に多大なるご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
	ばし、着実に成果を導く教育」の賜物であり、人材育成に邁進してきた本学の大きな誇りとなっています。
	就実薬学会からのお知らせとお願い



	研究トピックス
	　臨床薬学研究室　田坂 祐一 准教授
	　私は現在、臨床現場で生じる疑問を出発点として、主に次の3つの領域で研究に取り組んでいます。
	プレアボイドや薬剤師による薬物療法支援などを対象とした研究
	レセプト・DPC等の大規模医療データや、JADER・FAERS等の副作用報告データベースを用いた薬物療法の実態や安全性に関する研究
	誤嚥に伴う肺障害（誤嚥性肺炎など）の病態解明と、新たな薬物治療につなげるための動物モデルを用いた研究
	　研究対象や手法は異なりますが、共通するのは、臨床現場の疑問を研究課題として捉え、得られた知見を臨床へ還元することです。着任前の病院薬剤師時代に、日常業務には研究につながる多くの疑問や課題があることを実感しました。現在はその視点を薬局などにも広げ、薬剤師の関わりやその意義を客観的なデータで示すことにも取り組んでいます。今回は、その中から最近報告した薬局薬剤師の実務に関する2つの研究を紹介します。


	OTC医薬品販売における薬剤師の薬学的判断1)
	　セルフメディケーションが推進される中、OTC医薬品の適正使用を支えることも薬剤師の重要な役割です。一方、実際の販売場面で薬剤師の薬学的判断がどの程度必要とされているかは、十分に明らかになっていませんでした。そこで、薬局との共同研究で、OTC医薬品の販売記録1,487件を後方視的に解析しました。その結果、購入を希望するOTC医薬品がある「商品指名購入」の15.1％で薬剤師の提案によるOTC医薬品の変更または受診勧奨が行われ、薬剤師へ直接相談があった事例を含めると全応対の半数以上で薬剤師の関与が必要と考えられました。変更の契機では「禁忌」が最も多く、その約8割を第2類医薬品が占めていました。また、解熱鎮痛薬では、薬剤師が相談を受けて選択した場合には来局者が選択した場合に比べて単剤を選択する割合が高く、症状や使用者背景を踏まえた薬学的判断の重要性が示されました。
	患者フォローアップと薬局での副作用検出2)　
	　患者フォローアップは薬剤使用期間中の継続的な薬学的管理として重要ですが、薬局での服薬指導時における副作用検出との関連を大規模な実診療データから定量的に検討した報告は限られていました。そこで、クラウド型電子薬歴と患者フォローシステムのデータを用い、814薬局、約104万件の薬歴を解析しました。その結果、フォローアップ実施群では未実施群よりハイリスク薬に関連した副作用検出率が高く、応答割合が高い群ほど段階的に副作用検出率が高くなりました。服用薬剤数で層別化しても、6剤未満、6剤以上のいずれでも上位25％群は下位75％群より副作用検出率が高く、振戦、口渇、便秘などの自覚症状に加え、肝機能障害のように検査値の確認を要する副作用でも差が認められました。これらの結果から、受診間の体調変化を把握し、その情報を次回来局時の薬学的評価につなげる意義が示されたと考えています。

	　今回紹介した2つの研究は、OTC医薬品販売時と処方薬の服用期間中という異なる場面を対象としていますが、いずれも日常の薬剤師業務における薬学的判断や継続的な患者への関わりを、客観的なデータで捉え直した研究です。今後も臨床現場の疑問を研究につなげ、薬剤師の関わりが薬物療法の安全性や有効性にどのように寄与するのかを明らかにしていきたいと考えています。
	（田坂 祐一）



	最近の薬学部のイベント・行事
	2026年度 薬学部新入生研修旅行
	（原 愛）

	研究室対抗球技大会
	（吉井 圭佑）


	研究室紹介
	毎回、基礎薬学・生命薬学・医療薬学・臨床薬学のそれぞれの部門から1研究室ずつ現在の研究室の様子を紹介
	基礎薬学部門　生薬学研究室
	　生薬学研究室は、私が着任致しました2020年9月に開設されました。早いもので、2026年の3月で、計3期（計5名）の卒業生を送り出すことができました。それぞれ、病院薬剤師（1名）、薬局薬剤師（4名）として活躍されていることと思います。
	　当研究室の配属学生には、卒業後にそれぞれの場所で活躍するための「資質の向上」を目的に日々の活動を行っております。具体的には、研究活動を通して、単なる実験者ではなく、実験操作の意味や、実験の意味・目的について、頻繁にディスカッションを行うことで、論理的な思考と、自身の考えを他者に伝える技能の獲得を目指して、研究活動を実践しています。
	　生薬学研究室では、一貫して、生活習慣病、特に糖尿病や脂肪肝の予防・改善に寄与する物質を和漢生薬や薬用食物から探索しています。ここ数年で取り組んだことの成果としては、インスリン様の糖取り込み（糖消費）亢進作用を有するインスリン代替物質の探索研究では、オウレン、オウバク、ウヤクやコウボクなどから調製した抽出エキスにインスリン様の糖消費亢進活性を見いだしています。細胞レベルでのインスリンの作用は、1 μg/mL 以上の濃度では、良好な濃度依存性を示しません。つまり、ここで観察される糖消費亢進活性が、インスリン受容体を介した作用の最大値であることがわかります。当研究室で見いだした生薬抽出エキスでは、インスリンの強度を上回る糖消費亢進活性が観察されました。このことは、インスリン受容体とは異なる作用点を介した薬理活性であることを示唆しています。古くより、ヒトの体内において血糖値を低下させるホルモン（機構）はインスリンのみであることが提唱されていますが、実験結果は、我々が未だ知り得ない機構を利用して、インスリン様の糖消費の亢進を惹起することが可能で、今回見いだした生薬由来抽出エキスの含有成分に、その実行分子が含まれていることを示唆しています。今後、活性寄与成分の特定、作用機序の詳細な解明を進め、インスリン代替の経口薬となりうる分子のシード化合物の提案につながっていくことを期待しています。
	　また、就実大学薬用植物園は、2025年度に日本植物園協会に入会致しました。皆様が就実大学を訪れた際、お立ち寄り頂けますような「薬用植物園」を目指して、整備を進めていきたいと存じます。
	（二宮 清文）


	生命薬学部門　生化学研究室
	　卒業生の皆様、ご無沙汰しております。お変わりなくご活躍のこととお慶び申し上げます。
	　生化学研究室は、2014年に「生体制御化学研究室」と「分子機能生化学研究室」から名称が変更され誕生した研究室です。研究室名は変わりましたが、「生体制御化学研究室」を開設された坪井誠二先生を中心に協働し、研究・教育活動を行ってきました。坪井先生ご退職後の現在は、守谷智恵教授・川上賀代子講師の2名の教員体制のもと、6年生7名、5年生5名、4年生5名が在籍し、日々研究や勉強に励んでいます。
	　研究に関しては、発酵乳ホエーによる睡眠ホルモン合成酵素の活性化作用や成分解析から発展し、現在は米タンパク質加水分解物や岡山県特産品（特に黄ニラ）からの細胞内グルタチオン量上昇作用をもつ物質の単離、および睡眠ホルモン合成酵素の活性化作用の解析等を行っています。黄ニラからは含硫化合物を同定することができ、「酸化ストレスから体を守る成分を食品から発見したい」という目標に向けて成果を挙げています。また、学生たちが卒業研究に取り組み、実験やセミナーで悪戦苦闘しながらも成長していく姿を大変頼もしく感じております。
	　研究室の活動においては、2013年度に作成した「坪井・守谷研究室心得」を基本としています。これは研究室生活を充実した楽しいものにするためのルールを盛り込んだもので、今年度「生化学研究室心得」令和版として改定しました。心得の中に「9時から活動できるようにすること」という項目があります。これは当初から重点を置いてきた点ですが、いつの間にか「生化学研究室は朝礼がある」という噂に変換されてしまっています。朝礼は一度も行ったことがありません（卒業生の皆様ならお分かりですよね！）。この場をお借りして誤解を解いておきたいと思います。また、「お互いに協力すること」も大切にしており、気持ちよく活動するための基本となっています。そして、卒業後も、研究室で培った経験や仲間との繋がりを大切にしてもらいたいと思っています。
	　卒業生の皆さんが医療現場や社会で活躍されている話を耳にすると、大変誇らしく思います。大学の近くに来られた際はぜひ顔を出して、近況を教えてください。
	　今後とも温かいご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。
	（守谷 智恵）




	医療薬学部門　代謝毒性学研究室
	　卒業生の皆さまには、大変ご無沙汰いたしております。お変わりなくご健勝のことと存じます。
	　代謝毒性学研究室は、2003年の薬学部開設と同時に誕生し、現在も当時と変わらぬ薬学研究棟（U館）5階東を拠点として教育・研究活動を続けています。岡山城と新幹線を眼下に望み、四季折々の風景を楽しむことのできるこの場所に、桜の開花と時を同じくして就実大学薬学部の教員第一期生として着任してから、早くも20余年の歳月が流れました。この間、薬学部は6年制への移行という大きな変革を経験し、教員構成も大きく様変わりしました。創設当時から在籍する教員も、私を含めて今ではわずかとなりました。一方、当研究室からは約60名の学生が巣立ち、岡山市をはじめ全国各地で薬剤師として活躍されています。直接お会いする機会は多くありませんが、それぞれの職場で地域医療や薬学の発展に貢献されていることを大変心強く、また誇らしく感じています。
	　私自身も歳月を重ね、健康管理を心掛けながら教育と研究に励む毎日です。腰や肩をいたわり、細かな文字の読みにくさや実験操作の難しさに年齢を実感することも増えましたが、それもまた研究者としての年月の積み重ねと受け止めています。現在は「生物薬剤学」「薬物代謝学」「医療薬学実習Ⅱ」を担当しています。これらは薬剤師国家試験のみならず、医療現場で薬剤師として活躍するためにも欠かすことのできない重要な分野です。薬理学、薬剤学、生化学、有機化学、さらには分子生物学にまで及ぶ幅広い知識が求められるため、毎年講義の準備には身の引き締まる思いで取り組んでいます。実は学生時代から前任校に至るまで薬剤学を専門としていながら「代謝」は苦手意識のある分野でした。そのような経験があるからこそ、学生の皆さんの戸惑いや苦労にも共感しながら、一つ一つ丁寧に伝えることを心掛けています。
	　研究では、教育担当科目とは少し趣を異にする「細胞内小胞輸送機構の解明」に取り組んでいます。この分野は2013年にノーベル生理学・医学賞を受賞し、自ら携わる研究分野が世界的に評価されたことに大きな喜びと刺激を受けました。現在は細胞内におけるコレステロール輸送機構の解明を中心に研究を進めており、その成果が将来少しでも医学・薬学の発展や社会に貢献できることを願いながら日々研究に励んでいます。近年では、岡山市内の保険薬局との共同研究にも取り組んでいます。疑義照会、調剤中のヒヤリ・ハット事例、服薬指導、さらには学校薬剤師による薬物乱用防止教室など、薬剤師業務に関するさまざまなテーマについて、学生自身が研究課題を設定し、研究計画の立案から調査・解析・考察、学会発表まで主体的に取り組んでいます。教育と研究、そして実務を結び付けるこうした活動を通して、新たな発見に出会う喜びを学生と共有できることは、私にとっても大きな励みとなっています。
	　最後になりましたが、卒業生・在校生ならびに教職員の皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。また、就実大学薬学部のさらなる発展を願っております。卒業生の皆さまには、岡山へお越しの際にはぜひ研究室にもお立ち寄りいただき、懐かしい学生時代を振り返りながら、旧交を温めていただければ幸いです。
	（松尾 浩民）


	臨床薬学部門　臨床薬学研究室
	　卒業生の皆さま、その後いかがお過ごしですか？
	　さて、私の所属する臨床薬学研究室には、現在、田坂祐一准教授と西田麻以講師、そして教授である赤木の3名の教員が在籍しています。3名とも前職は病院薬剤師であり、臨床現場での薬剤師業務に精通しています。田坂先生は2018年に、西田先生と赤木はともに2024年に就実大学に赴任しました。新たな体制のもと、安定的で、かつ進歩的な研究室運営に努めています。
	　2026年度は、研究室に大学院生3名、4年生8名、5年生8名と6年生2名の計21名が在籍し、日々研究室活動に取り組んでいます。主な活動の1つであるゼミナールでは、新薬Café（新薬の特徴を紹介）とジャーナルクラブ（研究に関連する論文を批判的に吟味）を年間30回程度開講しています。各会1～2名の学生が自らまとめた内容を発表し、教員だけでなく学生全員で活発に質疑応答を行い、研鑽を積んでいます。また、ゼミ旅行や歓送迎会など、さまざまな行事を通じて親睦を深めています。こうした研究室での日々を通じて、社会で必要となる、目的に向けて行動する実行力と、最善解を導く思考力を培ってほしいと考えています。
	　私たちが担当する専門領域は、「医療薬学演習」、「処方解析学」、「調剤学」、「病態生理学」、「人体構成学」や「実務実習事前学習」などの臨床系科目です。研究テーマは、赤木が医薬品使用などの各種健康関連要因と生命予後に関連した臨床研究、田坂先生が医薬品適正使用に関連した臨床研究および誤嚥性肺炎に関する基礎研究、西田先生が実臨床における記述疫学調査およびデータベース研究に取り組んでいます。
	　在学生、そして卒業生の皆さま。本学の理念である「去華就実」を忘れずに、自分の信じる道を着実に歩んでいってください。皆さんなら、きっとそうできると信じています。
	（赤木 晋介）



	教員及び学生の受賞等
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